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１． 研究計画の概要 

本研究の目的は、 BMI(Brain-machine 
Interface)技術を用いた運動麻痺に対
するリハビリテーションシステムを構
築し、その有用性を動物実験によって示
すことにあり、脳情報から操作者が意図
している歩行動作に伴う四肢の動きを
予測し、操作者にその動きを実際に受動
的（強制的）に負荷すると共に、運動感
覚情報を生体側にフィードバックする
事によって閉ループを完成させ、リハビ
リテーション効果をより完全なものに
する事を目的としている。 

 
２． 研究の進捗状況 

動物を用いた実験系で、侵襲的に、大脳
皮質、あるいは末梢神経系の活動を計測
するための電極の開発と神経系への慢
性埋め込み、および、計測した神経活動
からの足の動きのデコーディングなど
に関しては予定通り進んでおり、動物用
外骨格型のアシスト装置も作製済みで
あるが、動物の足を意図する通りに強制
的に動かす機構の構築と足の位置や速
度などを感覚としてフィードバックす
る系の構築と評価が少し難航しており、
現在、人間（実際の患者さん）を被験者
とするシステムの作成を急いでいる。 

 
３． 現在までの達成度 

動物を対象とした実験系では、運動機能
については概ね順調であるが、位置覚・
運動覚のフィードバックが（動物では難
しい事もあり）遅れている。このため、
現在、人間を対象とし、実際の患者さん

でシステムを作動させその効果を確認
する事を目指し、人間用システムを急遽
作成中である。 

 
４． 今後の研究の推進方策 

動物による実験系と人間を被験者とす
る実験系の両者で研究を行なってきた
が、運動覚・位置覚などの感覚をフィー
ドバックする事による効果の評価に関
しては、人間を被験者とした実験が必要
であり、非侵襲的な運動神経活動の計測
法と、感覚神経系の刺激法を用いた実験
系で、実際の患者さんを被験者としてシ
ステムを作動させ、その効果を検証する
実験を進める。 
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